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子育て・教育子育て・教育

農林業・商工業の振興農林業・商工業の振興

生涯学習・スポーツの振興生涯学習・スポーツの振興

観光・交流、移住・定住、生活環境観光・交流、移住・定住、生活環境

令和8年（２０２6年）3月定例会審議の要点令和8年（２０２6年）3月定例会審議の要点

継）第２子保育料無償化事業 1500万円
　 ３歳未満児の第２子保育料を無償化(国重点交付金対象事業)
拡）産後ケア事業 259万円 
　 観光施設利用型の対象者に流産死産を経験された方を追加
継）小中学校給食費無償化事業 7880万円
　 町内在住の全ての小中学生に対し助成
拡）スク－ルバス・コミュニティバス運行事業  6283万円
　 小学校の統廃合に伴い、陽南・白萩地区のスクールバスを増便

新）町立図書館開館70周年記念事業 100万円
　 記念講演会を開催
新）地域クラブ等保護者負担支援事業 420万円
　 中学生の保護者が地域クラブ等に支払う会費等の一部を補助

　３月定例会は、３月４日（水）から３月１９日（木）までの１６日間にわたり開かれました。一般
会計・特別会計・企業会計の当初予算８件、条例一部改正１５件、専決処分の承認２件、補正予
算７件、その他１件、人事案件２件、議員提出議案１件の合計３６件の議案について審議を行
い、議案はすべて原案どおり可決・承認・同意・適任としました。

一　般　会　計：１１０億６９００万円
特別・企業会計：　９５億２８７２万円

令和８年度 当初予算

注目事業注目事業注目事業注目事業

新）プレミアム商品券発行事業 2057万円
　 12000冊発行（1冊13000円分を10000円で販売） 
大坪地域北工業団地造成事業 5579万円
　 北工業団地内の調整池整備等

継）空家解消特別推進事業（０円空家バンク）  650万円 
継）若年・子育て世帯定住促進事業費補助金 3000万円
　 若年世帯や子育て世帯の住宅の取得に対し補助金を交付
継）水道管等更新工事 1億9800万円

新：新規事業　拡：拡充　継：継続凡例
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上
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つ
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上
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つ
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上
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つ
な
が
る
上
市

に
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う
上
市

に
ぎ
わ
う
上
市

に
ぎ
わ
う
上
市

に
ぎ
わ
う
上
市

福祉・医療福祉・医療

消防・防災、防犯消防・防災、防犯

保健福祉総合センター温泉設備等修繕工事 2912万円 
かみいち総合病院　医療機械器具整備事業 7500万円

継）防災行政無線整備事業 2億3753万円
　 令和７・８年度　２か年継続事業　総事業費　　4億210万円 
新）地域防災計画改定事業 500万円
　 防災気象情報の変更に伴う避難判断基準の見直し等を改定
新）犯罪被害者等支援金 30万円 
　 犯罪被害により生じた経済的負担を軽減するため、犯罪被害者等を支援

さ
さ
え
あ
う
上
市

さ
さ
え
あ
う
上
市

さ
さ
え
あ
う
上
市

さ
さ
え
あ
う
上
市

本会議の模様を上市町公式YouTube で公開中
本会議（3/4）
提案理由

本会議（3/19）本会議（3/9）
一般質問前半

本会議（3/9）
一般質問後半 委員長報告・討論・採決

本会議の審議結果は
こちらから↓

「上市町災害弔慰金の支給等に
関する条例」一部改正

　災害弔慰金及び災害障害見舞金の速やか
な支給のため、認定審査会の設置規定を整
備。　
　○施行期日：公布の日

「上市町都市公園の設置及び管
理に関する条例」一部改正

　電気料の高騰を考慮し、弓庄公園内の夜
間照明の使用料を改正。
　※１時間780円から900円に増額
　○施行期日：令和８年４月１日

「上市町馬場島野営場の設置及
び管理に関する条例」一部改正

　物価高騰及び人件費高騰に対応するた
め、宿泊施設の料金を改正。
　※１人6500円から7500円に増額
　○施行期日：令和８年４月１日

「上市町火入れに関する条例」
一部改正

　火入れ中止の条件に林野火災警報発令時
を追加。また、林野火災注意報発令時におけ
る火入れの中止に関する努力義務を規定。
　○施行期日：公布の日

　１２月臨時会は、１２月２５日（木）に１日の会期で開かれました。国の物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金を活用し、高齢者への商品券配布や水道料金減免事業などを予算化、令和７
年度一般会計補正予算１件及び令和７年度水道事業会計補正予算１件の合計２件について審議を
行い、原案どおり可決しました。

主な条例改正主な条例改正主な条例改正主な条例改正

令和７年(2025年)12月臨時会の審議の要点令和７年(2025年)12月臨時会の審議の要点令和７年(2025年)12月臨時会の審議の要点令和７年(2025年)12月臨時会の審議の要点

かみいち町議会広報
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富山地方鉄道の電車

予約のりあいバス

評
価
額
を
下
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

修
正
の
た
め
の
調
査
委
託

料
と
な
る
。

地
価
評
価
の
動
向
を
町
民

が
知
る
方
法
は
。

　

４
月
に
発
行
す
る
納
付

書
に
そ
の
土
地
の
評
価
額

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
固

定
資
産
窓
口
で
も
縦
覧
出

来
る
。
ま
た
広
報
等
で
も

お
知
ら
せ
す
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局

学
び
の
多
様
化
推
進
事
業

は
ど
う
い
っ
た
形
で
進

め
、
何
人
位
の
不
登
校
児

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　

県
内
の
団
体
に
委
託

し
、
そ
こ
に
属
す
る
学
生

の
指
導
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン

等
で
教
え
た
り
、
相
談
を

受
け
た
り
す
る
。
10
人
程

度
を
想
定
し
て
い
る
。

義
務
教
育
学
校
整
備
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
は
、
い

つ
ま
で
の
予
算
か
。

　

３
か
年
の
継
続
事
業

総
務
課

自
主
防
災
組
織
活
動
費
70

万
円
の
内
容
と
、
令
和
７

年
度
の
実
績
は
。

　

各
自
治
防
災
会
で
訓
練

し
た
場
合
に
出
す
補
助

金
。
令
和
７
年
度
は
11
団

体
と
弓
庄
地
区
１
団
体
の

計
12
団
体
が
使
用
し
、
37

万
６
５
４
７
円
の
執
行
だ

っ
た
。

こ
の
実
績
額
に
対
し
、
令

和
８
年
度
予
算
が
倍
増
し

て
い
る
理
由
は
。

　

自
主
防
災
会
の
活
動
が

地
域
の
防
災
力
向
上
に
つ

な
が
る
た
め
、
町
と
し
て

も
積
極
的
に
使
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
。
今
後
も
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

 
企
画
課

富
山
地
方
鉄
道
鉄
道
事
業

へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
報

道
等
で
約
２
億
円
の
負
担

を
関
係
自
治
体
で
支
援
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

内
訳
に
つ
い
て
問
う
。

　

県
と
地
鉄
及
び
沿
線
７

市
町
村
で
令
和
８
年
度
の

富
山
地
方
鉄
道
鉄
道
事
業

に
お
け
る
収
支
差
を
３
分

の
１
ず
つ
負
担
し
、
２
億

円
は
沿
線
７
市
町
村
負
担

分
の
額
で
、
当
町
負
担
分

は
そ
の
う
ち
約
５
％
と
な

る
。
な
お
、
沿
線
７
市
町

村
の
負
担
割
合
は
、
列
車

走
行
キ
ロ
と
標
準
財
政
規

模
で
案
分
し
て
算
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

公
金
収
納
デ
ジ
タ
ル
化
で

今
後
納
付
出
来
る
よ
う
に

な
る
も
の
は
何
か
。

　

こ
れ
は「
地
方
税
統
一

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
ｅ
Ｌ
︲
Ｑ

Ｒ
）
」
を
活
用
し
た
も

の
。
現
在
デ
ジ
タ
ル
納
付

は
税
関
係
の
み
だ
が
、
ｅ

Ｌ
︲
Ｑ
Ｒ
の
活
用
で
、
今

後
は
会
計
課
窓
口
で
支
払

う
公
金
全
て
に
広
げ
て
い

く
。

財
務
課

固
定
資
産
鑑
定
評
価
70
万

円
の
委
託
内
容
は
。

　

固
定
資
産
税
の
評
価
は

原
則
３
年
に
１
度
見
直
し

を
す
る
が
、
地
価
の
評
価

が
下
落
し
た
地
点
は
毎
年

で
、
令
和
７
年
度
途
中
で

契
約
を
締
結
。
令
和
９
年

度
の
後
半
ま
で
に
完
了
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
報
告

・
義
務
教
育
学
校
整
備
の

進
捗
状
況
の
報
告
が
あ
り
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

令
和
15
年
４
月
開
校
が
示

さ
れ
た
。

開
校
に
つ
い
て
、
以
前
の

報
告
は
現
校
舎
の
解
体
を

含
め
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ

っ
た
た
め
、
そ
の
工
法
で

な
け
れ
ば
１
年
程
度
早
ま

る
と
の
思
い
が
あ
っ
た
。

今
示
さ
れ
た
予
定
は
何
も

変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

あ
く
ま
で
も
基
本
計
画
上

の
案
を
示
し
て
お
り
、
工

法
次
第
で
は
変
わ
る
可
能

性
が
あ
る
。

・
小
学
校
先
行
統
合
に
伴

う
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

体
制
に
つ
い
て
、
柿
沢
大

岩
線
は
３
つ
の
新
た
な
停

留
所
の
設
置
、
予
約
の
り

あ
い
バ
ス
の
白
萩
線
・
陽

南
線
は
児
童
の
通
学
利
用

を
優
先
し
た
増
便
が
報
告

さ
れ
た
。

白
萩
線
・
陽
南
線
が
ス
ク

ー
ル
バ
ス
と
併
用
に
な

り
、
児
童
は
予
約
不
要
と

の
こ
と
だ
が
、
一
般
の
利

用
者
は
予
約
が
必
要
な
の

か
。

　

一
般
利
用
に
つ
い
て
は

変
わ
ら
ず
予
約
が
必
要
。

委

員

会

報

委

員

会

報

告告

予
算
特
別
委
員
会
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神田浄化センター

丸山総合公園芝生広場

　

町
が
地
域
の
金
融
機
関

か
ら
借
り
入
れ
、
地
域
総

合
整
備
財
団
（
ふ
る
さ
と

財
団
）
を
経
由
し
て
企
業

へ
貸
し
付
け
る
も
の
。

建
設
課

丸
山
総
合
公
園
管
理
費
の

施
設
管
理
費
６
１
０
０
万

円
の
中
に
、
芝
生
広
場
や

遊
歩
道
の
整
備
等
は
入
っ

て
い
る
か
。
せ
め
て
１
か

月
に
１
回
程
度
は
草
刈
り

を
し
て
と
の
要
望
を
、
町

民
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
の
管
理
費
は
指
定
管

理
者
へ
の
委
託
料
で
あ

り
、
施
設
管
理
や
人
件
費

を
含
ん
で
い
る
。
現
場
の

状
況
を
見
な
が
ら
対
処
し

た
い
。

町
民
課

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

率
の
改
定
で
、
料
金
の
上

昇
を
抑
制
す
る
た
め
に
財

政
調
整
基
金
を
全
額
投
入

し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
２

年
後
の
料
金
改
定
時
に
値

上
が
り
と
な
る
の
か
。

　

基
金
の
残
高
は
無
く
な

る
が
、
県
の
財
政
安
定
化

基
金
の
特
例
交
付
を
令
和

７
年
度
と
同
程
度
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
予
定
の
た

め
、
多
少
は
急
激
な
値
上

が
り
は
抑
え
ら
れ
る
。

　
か
み
い
ち
総
合
病
院

コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
て
外
来

患
者
の
変
遷
は
ど
う
か
。

　

平
成
28
年
度
で
約
11
万

６
千
人
だ
っ
た
が
、
令
和

６
年
度
に
約
９
万
６
千
人

と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

の
受
診
控
え
で
来
院
の
間

隔
が
減
っ
た
こ
と
、
処
方

日
数
が
90
日
ま
で
出
来
る

薬
が
増
え
た
こ
と
、
人
口

減
少
が
主
な
要
因
。

健
康
診
断
の
予
約
が
一
時

出
来
な
い
と
い
う
話
だ
っ

た
が
、
令
和
８
年
度
の
体

制
は
大
丈
夫
か
。

　

令
和
７
年
10
月
以
降
は

特
定
健
診
を
午
後
か
ら
の

臨
時
受
付
枠
を
設
け
た
こ

と
で
、
受
診
者
を
増
や
す

こ
と
が
出
来
た
。
令
和
８

年
度
以
降
も
、
出
来
る
だ

け
特
定
健
診
の
予
約
を
取

り
な
が
ら
、
人
間
ド
ッ
ク

の
予
約
枠
を
減
ら
さ
ず
に

対
応
出
来
る
よ
う
努
め
る
。

福
祉
課

木
育
推
進
事
業
に
力
を
入

れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
も
の
を
計
画
し

て
い
る
の
か
。

　

令
和
８
年
度
は
町
内
保

育
所
３
か
所
で
行
う
。
木

材
を
使
っ
て
五
感
を
感
じ

る
体
験
に
よ
り
、
子
ど
も

の
心
身
の
発
達
や
感
性
の

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

◎
報
告

・
白
萩
西
部
保
育
所
の
入

所
希
望
が
な
く
な
っ
た
た

め
、
職
員
の
配
置
等
も
勘

案
し
、
４
月
か
ら
当
所
を

休
止
す
る
。

産
業
課

地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付

金
13
億
５
千
万
円
の
資
金

の
流
れ
は
。

※
池
田
薬
品
工
業
株
式
会

社（
若
杉
地
内
）の
敷
地
内

に
医
薬
品
工
場
の
増
設
を

計
画
し
て
お
り
、
町
は
そ

の
投
資
額
の
一
部
を
貸
付

す
る
。

熊
野
町
の
危
険
老
朽
空
家

の
略
式
代
執
行
で
解
体
し

た
費
用
は
、
所
有
者
に
請

求
す
る
の
か
。

　

相
続
人
が
い
な
い
た

め
、
手
つ
か
ず
の
状
態
で

長
年
放
置
さ
れ
略
式
代
執

行
と
な
っ
た
物
件
で
あ

り
、
請
求
は
で
き
な
い
。

町
内
に
類
似
物
件
は
ま
だ

あ
る
の
か
。

　

町
で
は
、
所
有
者
の
い

な
い
土
地
や
建
物
を
８
件

把
握
し
て
い
る
。

解
体
後
更
地
と
な
っ
た
土

地
の
利
用
は
ど
う
な
る
か
。

　

所
有
権
が
ど
こ
に
も
な

い
た
め
、
具
体
的
に
は
何

も
で
き
な
い
。
所
有
権
移

転
に
は
裁
判
所
の
許
可
が

必
要
と
な
る
た
め
、
利
用

価
値
の
あ
る
土
地
は
各
町

内
会
と
協
議
し
て
い
る
。

神
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
処
理

分
に
対
す
る
中
新
川
広
域

行
政
事
務
組
合
の
負
担
金

は
今
も
あ
る
の
か
。

　

当
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
既

に
中
新
川
公
共
下
水
道
へ

接
続
し
て
お
り
、
汚
水
を

送
っ
て
い
る
。
た
だ
処
理

に
係
る
費
用
は
町
の
下
水

管
路
の
た
め
、
町
が
負
担

金
を
払
っ
て
い
る
。

【
審
議
の
結
果
】

委
員
会
所
管
の
議
案
第
１

号
は
賛
成
多
数
で
可
決
、

議
案
第
２
号
か
ら
議
案
第

８
号
は
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。

かみいち町議会広報
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笠尻山中継局

横越橋上市駅地下駐輪場

総
務
課　

防
災
無
線
更
新
の
工
事
費

が
安
価
に
な
っ
た
理
由
は
。

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入

札
の
結
果
、
予
定
価
格
に

対
す
る
落
札
金
額
が
低
入

札
で
あ
っ
た
。
落
札
業
者

の
施
工
能
力
に
つ
い
て
調

査
委
員
会
を
開
催
し
、
審

査
し
た
上
で
契
約
し
た
。

当
該
業
者
は
、
県
内
の
他

団
体
や
近
隣
県
で
防
災
行

政
無
線
等
の
実
績
も
あ
る
。

笠
尻
山
に
あ
る
施
設
は
撤

去
す
る
の
か
。

　

無
線
の
機
械
は
撤
去
す

る
。
建
屋
自
体
は
残
す
予

定
。

病
院

◎
報
告

・
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
み
で

行
っ
て
き
た
土
曜
日
の
レ

デ
ィ
ー
ス
健
診
は
、
大
学

か
ら
の
女
性
医
師
の
派
遣

が
難
し
く
、
今
後
は
男
性

医
師
も
担
当
す
る
。

レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
は
女
性

医
師
が
診
察
す
る
た
め
安

心
感
が
あ
り
好
評
で
あ

る
。
継
続
し
て
大
学
と
交

渉
さ
れ
た
い
。

福
祉
課

予
防
接
種
事
業
費
の
予
算

執
行
が
少
な
か
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。

　

主
な
理
由
と
し
て
、
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
勧
奨
期
間
の
延
長
に
よ

り
、
令
和
７
年
度
の
接
種

者
数
を
多
く
見
込
ん
だ
予

算
に
対
し
て
接
種
実
績
数

が
少
な
か
っ
た
た
め
。

財
務
課

陽
南
小
学
校
の
廃
校
に
伴

い
、
白
萩
南
部
辺
地
に
舘

が
追
加
さ
れ
た
が
、
義
務

教
育
学
校
が
開
校
し
た
ら

こ
の
対
象
か
ら
外
れ
る
の

か
。

　

現
在
の
中
学
校
が
義
務

教
育
学
校
の
建
設
予
定
地

の
た
め
、
現
時
点
で
は
辺

地
の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ

と
は
な
い
。

教
育
委
員
会

陽
南
小
学
校
と
白
萩
西
部

小
学
校
を
休
校
で
は
な
く

廃
校
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

上
市
町
全
て
の
小
中
学

校
を
統
合
し
、
義
務
教
育

学
校
の
開
校
を
目
指
し
た

も
の
で
あ
る
た
め
。

学
校
運
営
協
議
会
委
員
と

い
う
の
は
、
ど
う
い
っ
た

方
が
選
ば
れ
る
の
か
。

　

学
校
運
営
協
議
会
は
学

校
と
地
域
が
協
力
し
て
子

ど
も
た
ち
を
育
む
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
仕

組
み
の
ひ
と
つ
。
現
在
は
、

上
市
中
学
校
の
み
に
設
置

さ
れ
て
お
り
、
委
員
は
地

域
の
関
係
団
体
か
ら
推
薦

さ
れ
て
い
る
。

義
務
教
育
学
校
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
業
務
委
託
に
つ
い

て
の
進
捗
状
況
は
。

　

令
和
８
年
度
に
、
実
施

方
針
や
要
求
水
準
書
を
事

業
者
等
に
公
開
し
意
見
調

整
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
案
を
作
成
し
て

い
る
段
階
。

【
審
議
の
結
果
】

委
員
会
所
管
の
議
案
第
20

号
及
び
議
案
第
21
号
は
賛

成
多
数
、
そ
の
他
の
議
案

は
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。

所
管
事
務
事
項
の
継
続
審

査
は
了
承
。

建
設
課

大
型
車
が
通
行
不
可
と
な

っ
た
横
越
橋
の
現
況
は
。

　

５
年
に
１
回
の
定
期
点

検
を
継
続
し
て
い
る
が
、

特
段
の
異
常
等
は
見
受
け

ら
れ
な
い
。

上
市
駅
地
下
駐
輪
場
の
雨

漏
り
が
ひ
ど
い
と
の
声
が

あ
る
。
対
処
の
予
定
は
。

　

雨
漏
り
に
つ
い
て
は
、

そ
の
都
度
修
理
し
て
い
る

が
、
現
場
を
確
認
し
対
処

し
て
い
く
。

 

町
民
課

ゴ
ミ
減
量
化
の
実
績
を
上

げ
る
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
る
だ
け
で
は
効
果
が

薄
い
の
で
は
な
い
か
。

　

チ
ラ
シ
の
配
布
だ
け
で

な
く
、
各
町
内
会
や
会
合

等
で
も
理
解
を
求
め
て
い

き
た
い
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
余

剰
電
力
を
グ
リ
ー
ン
電
力

と
し
て
利
用
す
る
具
体
的

な
施
設
は
ど
こ
か
。

　

役
場
本
庁
、水
道
施
設
、

か
み
い
ち
総
合
病
院
な

ど
、
高
圧
電
力
を
使
用
す

る
公
共
施
設
に
分
配
さ
れ

る
。　
　
　

【
審
議
の
結
果
】

委
員
会
所
管
の
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

所
管
事
務
事
項
の
継
続
審

査
は
了
承
。

総
務
教
育

常
任
委
員
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

かみいち町議会広報
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廣田泰三議員

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健

康
診
査
に
つ
い
て

防
災
訓
練
の
様
子

酒井一好議員

｢

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」

の
普
及
促
進
を

総務省消防庁の啓発資料より

議
員

　町
防
災
士
会
組
織

の
立
上
げ
の
構
想
は
。

総
務
課
長
　
上
市
町
防
災

士
会
（
仮
称
）
は
町
内
在

住
の
防
災
士
で
構
成
し
、

防
災
士
と
し
て
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

す
会
と
し
て
設
立
す
る
。

議
員

　地
域
防
災
計
画
の

改
定
。

総
務
課
長
　
令
和
８
年
５

月
か
ら
開
始
と
な
る
防
災

気
象
情
報
の
運
用
に
伴
い

地
域
防
災
計
画
の
改
定
を

予
定
し
て
い
る
。

　
備
蓄
に
お
け
る
具
体
的

な
数
量
は
明
記
し
て
い
な

い
が
、
食
料
品
に
つ
い
て

は
想
定
避
難
者
１
２
０
０

人
に
対
し
３
日
間
分
の
食

料
提
供
が
可
能
と
な
る
よ

う
に
備
蓄
品
と
災
害
協
定

に
よ
る
物
資
支
援
で
対
応

す
る
備
え
と
し
て
い
る
。

議
員

　防
災
備
蓄
品
の
入

れ
替
え
協
定
の
考
え
は
。

総
務
課
長
　
備
蓄
品
の
入

れ
替
え
は
、
保
存
期
間
が

近
い
も
の
か
ら
順
に
、
防

災
訓
練
等
の
参
加
者
に
配

布
し
、
減
っ
た
分
を
町
予

算
で
新
た
に
購
入
す
る
手

法
で
行
っ
て
い
る
。

　
県
外
の
自
治
体
で
は
、

生
活
用
品
を
販
売
す
る
協

定
業
者
に
自
治
体
の
防
災

倉
庫
を
無
償
で
商
品
備
蓄

用
の
倉
庫
と
し
て
提
供

し
、
１
年
経
過
す
れ
ば
業

者
は
新
し
い
商
品
に
入
れ

替
え
を
行
う
。
非
常
時
に

は
災
害
備
蓄
品
と
し
て
活

用
し
、
使
用
し
た
分
だ
け

の
費
用
を
業
者
に
支
払

い
、
業
者
は
新
た
に
補
充

を
行
う
と
い
っ
た
手
法
を

採
用
し
て
い
る
事
例
も
見

受
け
ら
れ
る
。
こ
の
手
法

は
有
意
義
な
取
組
で
あ
る

が
、
流
通
に
耐
え
う
る
防

災
倉
庫
の
保
管
能
力
に
も

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
物
流
備
蓄

一
般
質
問

議
員

　過
去
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
、
東
日
本
大
震

災
、
記
憶
に
新
し
い
能
登

半
島
地
震
で
は
地
震
発
生

後
の
大
規
模
火
災
で
被
害

が
拡
大
し
た
。
こ
れ
ら
の

検
証
で
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
、
事
後
火
災
の
大
き

な
要
因
の
一
つ
が
「
通
電

火
災
」
で
あ
っ
た
。

　通
電
火
災
の
予
防
に
は

強
い
揺
れ
を
感
知
し
自
動

で
電
気
を
遮
断
す
る
「
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
設
置

が
と
て
も
有
効
で
あ
る
。

全
町
で
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
普
及
を
促
す
啓
発
活
動

と
、
住
宅
密
集
地
で
は
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
助
成
を
行
う
な

ど
の
取
組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
。
県
で
も
助
成
自

治
体
に
対
す
る
予
算
措
置

が
な
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。こ
れ
を
活
用
し
、段
階

的
に
助
成
を
拡
大
す
る
な

ど
、
普
及
促
進
事
業
を
検

討
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

総
務
課
長
　
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
と
は
、
地
震
発
生
時

に
設
定
値
以
上
の
揺
れ
を

感
知
し
た
際
、
住
宅
等
の

ブ
レ
ー
カ
ー
や
コ
ン
セ
ン

ト
の
電
気
を
自
動
的
に
止

め
る
器
具
の
こ
と
で
、
電

気
工
事
を
必
要
と
す
る
分

電
盤
内
蔵
型
タ
イ
プ
か
ら

簡
易
的
な
取
り
付
け
型
コ

ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ
等
い
く

つ
か
の
種
類
が
あ
る
。
設

置
費
用
も
約
２
千
円
か
ら

８
万
円
程
度
の
も
の
ま
で

あ
る
。
消
防
庁
は
、
地
震

後
の
通
電
火
災
防
止
の
有

効
手
段
と
し
て
普
及
推
進

を
掲
げ
て
い
る
。
町
と
し

て
は
、
ま
ず
は
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
の
認
知
度
を
上
げ

て
行
く
こ
と
が
大
事
と
考

え
、
啓
発
を
行
い
、
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
支
援
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

議
員

　災
害
対
策
は
、
災

害
が
起
き
て
か
ら
で
は
な

く
、
起
き
る
前
に
ど
こ
ま

で
備
え
る
か
が
重
要
で
あ

る
。
今
後
の
具
体
的
な
検

討
の
進
展
を
期
待
す
る
。

上
市
町
の
防
災
力
向
上

一
般
質
問
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廣田　透議員

東条叙宏議員

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

外
国
人
移
住
者
に
暮
ら
し

の
手
引
き
を 地

域
ク
ラ
ブ
の
活
動

体育館での活動の様子

議
員

　地
域
ク
ラ
ブ
に
企

業
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
り
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
企
業
名

を
入
れ
る
事
で
地
域
ク
ラ

ブ
の
強
化
及
び
子
ど
も
の

地
元
企
業
に
対
す
る
思
い

の
醸
成
を
図
れ
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

少
子
化
が
進
む
中
に
あ
っ

て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
活
動

に
継
続
し
て
親
し
め
る
環

境
を
確
保
す
る
こ
と
は
大

切
だ
。

　今
回
提
案
さ
れ
た
企
業

ス
ポ
ン
サ
ー
の
導
入
は
、

地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
活

動
を
支
え
る
と
い
う
機
運

の
醸
成
や
持
続
可
能
な
ク

ラ
ブ
運
営
を
実
現
す
る
上

で
、
大
変
有
意
義
か
つ
重

要
な
視
点
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。

　一
方
で
、
導
入
に
あ
た

っ
て
は
整
理
す
べ
き
課
題

も
あ
る
。
地
域
ク
ラ
ブ
の

活
動
は
、
教
育
活
動
の
一

環
と
い
う
側
面
も
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
日
本
中
学
校
体
育
連
盟

は
大
会
着
用
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
へ
の
広
告
表
示
を
認
め

て
お
ら
ず
、
企
業
側
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
な
い
恐

れ
が
あ
る
。
た
だ
、
各
競

技
団
体
が
主
催
す
る
大
会

で
は
一
部
で
緩
和
傾
向
も

み
ら
れ
る
た
め
、
今
後
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　ま
た
、
地
域
ク
ラ
ブ
全

体
に
支
援
が
行
き
届
く
よ

う
な
配
慮
も
必
要
か
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
企

業
ス
ポ
ン
サ
ー
に
関
心
を

お
持
ち
の
企
業
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
、
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う

な
形
で
支
援
を
お
受
け
で

き
る
の
か
、
企
業
の
皆
様

に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

を
提
示
で
き
る
か
を
協

議
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　既
存
の
小
規
模
校

を
活
用
し
な
が
ら
、
特
色

あ
る
教
育
や
多
様
な
学
び

へ
の
対
応
な
ど
教
育
環
境

を
選
択
で
き
る
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
す
る
考
え
は

あ
る
か
。
ま
た
新
築
整
備

の
み
を
前
提
と
す
る
の
で

は
な
く
、
長
寿
命
化
改
修

や
段
階
的
整
備
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
新
築
案
と
の

比
較
を
含
め
た
検
証
を
改

め
て
行
う
考
え
が
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

基
本
計
画
に
お
け
る
改
修

費
の
前
提
条
件
で
あ
る
新

築
60
％
及
び
改
修
後
の
使

用
期
限
は
当
初
の
竣
工
年

か
ら
80
年
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省

が
公
表
し
た
解
説
書
に
お

け
る
記
述
を
根
拠
に
し
て

い
る
。
ま
た
既
存
校
舎
に

つ
い
て
は
い
ず
れ
も
既
に

60
年
近
く
を
経
過
し
て
お

り
、
改
修
を
行
っ
た
と
し

て
も
標
準
的
に
は
20
年
程

度
の
使
用
し
か
見
込
め
な

い
と
し
、
現
状
で
は
こ
れ

以
上
の
比
較
検
討
は
考
え

て
い
な
い
。

　

議
員

　町
内
小
中
学
校
体

育
館
の
熱
中
症
リ
ス
ク
に

つ
い
て
現
在
ど
の
よ
う
な

客
観
的
評
価
を
行
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
統
合
ま
で

の
安
全
確
保
と
し
て
必
要

に
応
じ
エ
ア
コ
ン
導
入
を

検
討
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

体
育
館
の
熱
中
症
対
策
に

つ
い
て
熱
中
症
指
数
や
温

度
計
を
活
用
し
、
基
準
値

以
上
の
値
を
示
し
た
場
合

に
は
体
育
館
で
の
活
動
の

制
限
や
中
止
を
判
断
し
て

い
る
。
今
年
度
は
い
ず
れ

の
学
校
で
も
救
急
搬
送
の

事
例
は
な
い
。

 

ま
た
大
型
冷
風
扇
を
導

入
し
て
い
る
の
で
当
面
は

こ
れ
ら
の
稼
働
を
踏
ま
え

各
校
の
活
動
状
況
を
注
視

し
て
い
く
。

　今
後
温
暖
化
が
進
行

し
、
状
況
の
悪
化
が
見
込

ま
れ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
何
ら
か
の
追
加
の
対

策
も
検
討
し
て
い
く
。

義
務
教
育
学
校
計
画

体
育
館
の
熱
中
症
対
策

地
域
ク
ラ
ブ
の
強
化

地
域
ク
ラ
ブ
に

企
業
ス
ポ
ン
サ
ー
を

一
般
質
問

一
般
質
問

伊井勇治議員

百塚由紀議員

議
員

　町
税
収
入
の
安
定

し
た
確
保
の
見
通
し
は
。

町
長
　
上
市
町
で
は
固
定

資
産
税
率
を
１
・
５
％
と

し
て
い
る
。
こ
の
税
率
を

採
用
し
て
い
る
県
内
自
治

体
は
６
市
町
村
で
あ
り
、

他
は
都
市
計
画
税
含
め
る

と
７
市
町
が
当
町
よ
り
高

い
税
率
で
あ
る
。

　
当
町
の
固
定
資
産
税
収

は
、
令
和
７
年
度
決
算
見

込
み
で
約
13
億
３
千
万
円

と
順
調
に
伸
び
て
き
て
い

る
。
　
　
　
　

　
こ
の
要
因
は
、
企
業
等

の
積
極
的
な
設
備
投
資
な

ど
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
大
坪
工
業
団
地
内
へ

の
企
業
誘
致
が
実
現
し
て

い
け
ば
、
更
な
る
増
収
が

あ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。

議
員

　固
定
資
産
税
等
の

増
税
を
行
う
必
要
は
あ
る

か
。

町
長
　
固
定
資
産
税
率
の

引
き
上
げ
は
財
源
確
保
の

点
で
重
要
な
手
法
で
あ
る

が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

の
規
模
が
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
中
で
増
税
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

　
幸
い
令
和
８
年
度
当
初

予
算
は
、
重
要
性
、
緊
急

性
の
な
い
事
業
の
先
送
り

で
財
源
が
確
保
で
き
た
こ

と
も
あ
り
、
物
価
高
で
あ

え
ぐ
昨
今
に
お
い
て
固
定

資
産
税
率
の
引
き
上
げ
は

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

議
員

　サ
イ
バ
ー
攻
撃
か

ら
行
政
機
関
を
守
る
対
策

は
十
分
か
。

副
町
長
　
近
年
の
サ
イ
バ

ー
攻
撃
は
年
々
高
度
化
、

巧
妙
化
し
て
お
り
、
個
人

情
報
の
漏
洩
や
サ
ー
ビ
ス

の
停
止
な
ど
深
刻
な
被
害

が
全
国
各
地
で
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
大
切
な
情
報
と

行
政
機
能
を
守
る
こ
と
は

喫
緊
か
つ
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
町
で
は
、
総
務
省
が
策

定
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
上
市
町
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を

整
備
し
、
情
報
資
産
の
適

切
な
管
理
に
努
め
て
お

り
、
定
期
的
に
見
直
す
こ

と
で
実
効
性
を
維
持
し
て

い
る
。

住
民
生
活
に
安
心
感
を

与
え
て
ほ
し
い

議
員

　中
央
小
学
校
に
お

け
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
発

車
時
刻
ま
で
の
、
児
童
の

過
ご
し
方
は
ど
の
よ
う
に

予
定
し
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

新
年
度
か
ら
新
た
に
、
同

校
内
に
低
学
年
の
児
童
が

待
機
す
る
場
所
を
開
設

し
、
指
導
員
を
配
置
す

る
。
待
機
中
の
過
ご
し
方

に
つ
い
て
は
、
指
導
員
の

見
守
り
の
も
と
、
宿
題
や

読
書
、
工
作
な
ど
の
遊
び

を
通
し
て
、
子
供
た
ち
が

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
配
慮
す
る
。

議
員

　待
機
時
間
中
の
児

童
の
安
全
確
保
の
体
制
を

求
め
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

待
機
場
所
に
は
指
導
員
を

複
数
名
配
置
し
、
学
校
と

も
密
に
連
携
を
取
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
体
調

管
理
や
安
全
に
十
分
配
慮

し
な
が
ら
、
活
動
の
見
守

り
と
支
援
を
行
う
。

 

陽
南
地
区
お
よ
び
白
萩

地
区
方
面
の
児
童
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
が
初

め
て
と
な
る
こ
と
か
ら
乗

車
す
る
バ
ス
停
ま
で
の
移

動
は
、
当
分
の
間
、
指
導

者
が
待
機
場
所
か
ら
バ
ス

停
ま
で
引
率
を
す
る
こ
と

で
、
慣
れ
な
い
中
で
の
安

全
を
確
保
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
保
護
者
へ
待
機
場
所
の

運
用
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
３
月
中
旬
を
目
途
に

学
校
・
保
護
者
連
絡
ツ
ー

ル
を
活
用
し
て
お
知
ら
せ

す
る
予
定
。

　
な
お
、
待
機
場
所
の
運

用
開
始
後
は
、
保
護
者
や

子
ど
も
た
ち
自
身
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な

ど
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

議
員

　保
護
者
の
不
安
や

心
配
を
軽
減
す
る
た
め
、

丁
寧
な
説
明
を
お
願
い
し

た
い
。

バ
ス
待
機
時
間
の
児
童
の

過
ご
し
方

一
般
質
問

一
般
質
問

安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り

かみいち町議会広報
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廣田　透議員

東条叙宏議員

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

外
国
人
移
住
者
に
暮
ら
し

の
手
引
き
を 地

域
ク
ラ
ブ
の
活
動

体育館での活動の様子

議
員

　地
域
ク
ラ
ブ
に
企

業
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
り
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
企
業
名

を
入
れ
る
事
で
地
域
ク
ラ

ブ
の
強
化
及
び
子
ど
も
の

地
元
企
業
に
対
す
る
思
い

の
醸
成
を
図
れ
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

少
子
化
が
進
む
中
に
あ
っ

て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
活
動

に
継
続
し
て
親
し
め
る
環

境
を
確
保
す
る
こ
と
は
大

切
だ
。

　今
回
提
案
さ
れ
た
企
業

ス
ポ
ン
サ
ー
の
導
入
は
、

地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
活

動
を
支
え
る
と
い
う
機
運

の
醸
成
や
持
続
可
能
な
ク

ラ
ブ
運
営
を
実
現
す
る
上

で
、
大
変
有
意
義
か
つ
重

要
な
視
点
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。

　一
方
で
、
導
入
に
あ
た

っ
て
は
整
理
す
べ
き
課
題

も
あ
る
。
地
域
ク
ラ
ブ
の

活
動
は
、
教
育
活
動
の
一

環
と
い
う
側
面
も
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
日
本
中
学
校
体
育
連
盟

は
大
会
着
用
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
へ
の
広
告
表
示
を
認
め

て
お
ら
ず
、
企
業
側
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
な
い
恐

れ
が
あ
る
。
た
だ
、
各
競

技
団
体
が
主
催
す
る
大
会

で
は
一
部
で
緩
和
傾
向
も

み
ら
れ
る
た
め
、
今
後
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　ま
た
、
地
域
ク
ラ
ブ
全

体
に
支
援
が
行
き
届
く
よ

う
な
配
慮
も
必
要
か
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
企

業
ス
ポ
ン
サ
ー
に
関
心
を

お
持
ち
の
企
業
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
、
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う

な
形
で
支
援
を
お
受
け
で

き
る
の
か
、
企
業
の
皆
様

に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

を
提
示
で
き
る
か
を
協

議
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　既
存
の
小
規
模
校

を
活
用
し
な
が
ら
、
特
色

あ
る
教
育
や
多
様
な
学
び

へ
の
対
応
な
ど
教
育
環
境

を
選
択
で
き
る
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
す
る
考
え
は

あ
る
か
。
ま
た
新
築
整
備

の
み
を
前
提
と
す
る
の
で

は
な
く
、
長
寿
命
化
改
修

や
段
階
的
整
備
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
新
築
案
と
の

比
較
を
含
め
た
検
証
を
改

め
て
行
う
考
え
が
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

基
本
計
画
に
お
け
る
改
修

費
の
前
提
条
件
で
あ
る
新

築
60
％
及
び
改
修
後
の
使

用
期
限
は
当
初
の
竣
工
年

か
ら
80
年
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省

が
公
表
し
た
解
説
書
に
お

け
る
記
述
を
根
拠
に
し
て

い
る
。
ま
た
既
存
校
舎
に

つ
い
て
は
い
ず
れ
も
既
に

60
年
近
く
を
経
過
し
て
お

り
、
改
修
を
行
っ
た
と
し

て
も
標
準
的
に
は
20
年
程

度
の
使
用
し
か
見
込
め
な

い
と
し
、
現
状
で
は
こ
れ

以
上
の
比
較
検
討
は
考
え

て
い
な
い
。

　

議
員

　町
内
小
中
学
校
体

育
館
の
熱
中
症
リ
ス
ク
に

つ
い
て
現
在
ど
の
よ
う
な

客
観
的
評
価
を
行
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
統
合
ま
で

の
安
全
確
保
と
し
て
必
要

に
応
じ
エ
ア
コ
ン
導
入
を

検
討
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

体
育
館
の
熱
中
症
対
策
に

つ
い
て
熱
中
症
指
数
や
温

度
計
を
活
用
し
、
基
準
値

以
上
の
値
を
示
し
た
場
合

に
は
体
育
館
で
の
活
動
の

制
限
や
中
止
を
判
断
し
て

い
る
。
今
年
度
は
い
ず
れ

の
学
校
で
も
救
急
搬
送
の

事
例
は
な
い
。

 

ま
た
大
型
冷
風
扇
を
導

入
し
て
い
る
の
で
当
面
は

こ
れ
ら
の
稼
働
を
踏
ま
え

各
校
の
活
動
状
況
を
注
視

し
て
い
く
。

　今
後
温
暖
化
が
進
行

し
、
状
況
の
悪
化
が
見
込

ま
れ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
何
ら
か
の
追
加
の
対

策
も
検
討
し
て
い
く
。

義
務
教
育
学
校
計
画

体
育
館
の
熱
中
症
対
策

地
域
ク
ラ
ブ
の
強
化

地
域
ク
ラ
ブ
に

企
業
ス
ポ
ン
サ
ー
を

一
般
質
問

一
般
質
問

伊井勇治議員

百塚由紀議員

議
員

　町
税
収
入
の
安
定

し
た
確
保
の
見
通
し
は
。

町
長
　
上
市
町
で
は
固
定

資
産
税
率
を
１
・
５
％
と

し
て
い
る
。
こ
の
税
率
を

採
用
し
て
い
る
県
内
自
治

体
は
６
市
町
村
で
あ
り
、

他
は
都
市
計
画
税
含
め
る

と
７
市
町
が
当
町
よ
り
高

い
税
率
で
あ
る
。

　
当
町
の
固
定
資
産
税
収

は
、
令
和
７
年
度
決
算
見

込
み
で
約
13
億
３
千
万
円

と
順
調
に
伸
び
て
き
て
い

る
。
　
　
　
　

　
こ
の
要
因
は
、
企
業
等

の
積
極
的
な
設
備
投
資
な

ど
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
大
坪
工
業
団
地
内
へ

の
企
業
誘
致
が
実
現
し
て

い
け
ば
、
更
な
る
増
収
が

あ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。

議
員

　固
定
資
産
税
等
の

増
税
を
行
う
必
要
は
あ
る

か
。

町
長
　
固
定
資
産
税
率
の

引
き
上
げ
は
財
源
確
保
の

点
で
重
要
な
手
法
で
あ
る

が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

の
規
模
が
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
中
で
増
税
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

　
幸
い
令
和
８
年
度
当
初

予
算
は
、
重
要
性
、
緊
急

性
の
な
い
事
業
の
先
送
り

で
財
源
が
確
保
で
き
た
こ

と
も
あ
り
、
物
価
高
で
あ

え
ぐ
昨
今
に
お
い
て
固
定

資
産
税
率
の
引
き
上
げ
は

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

議
員

　サ
イ
バ
ー
攻
撃
か

ら
行
政
機
関
を
守
る
対
策

は
十
分
か
。

副
町
長
　
近
年
の
サ
イ
バ

ー
攻
撃
は
年
々
高
度
化
、

巧
妙
化
し
て
お
り
、
個
人

情
報
の
漏
洩
や
サ
ー
ビ
ス

の
停
止
な
ど
深
刻
な
被
害

が
全
国
各
地
で
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
大
切
な
情
報
と

行
政
機
能
を
守
る
こ
と
は

喫
緊
か
つ
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
町
で
は
、
総
務
省
が
策

定
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
上
市
町
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を

整
備
し
、
情
報
資
産
の
適

切
な
管
理
に
努
め
て
お

り
、
定
期
的
に
見
直
す
こ

と
で
実
効
性
を
維
持
し
て

い
る
。

住
民
生
活
に
安
心
感
を

与
え
て
ほ
し
い

議
員

　中
央
小
学
校
に
お

け
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
発

車
時
刻
ま
で
の
、
児
童
の

過
ご
し
方
は
ど
の
よ
う
に

予
定
し
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

新
年
度
か
ら
新
た
に
、
同

校
内
に
低
学
年
の
児
童
が

待
機
す
る
場
所
を
開
設

し
、
指
導
員
を
配
置
す

る
。
待
機
中
の
過
ご
し
方

に
つ
い
て
は
、
指
導
員
の

見
守
り
の
も
と
、
宿
題
や

読
書
、
工
作
な
ど
の
遊
び

を
通
し
て
、
子
供
た
ち
が

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
配
慮
す
る
。

議
員

　待
機
時
間
中
の
児

童
の
安
全
確
保
の
体
制
を

求
め
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

待
機
場
所
に
は
指
導
員
を

複
数
名
配
置
し
、
学
校
と

も
密
に
連
携
を
取
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
体
調

管
理
や
安
全
に
十
分
配
慮

し
な
が
ら
、
活
動
の
見
守

り
と
支
援
を
行
う
。

 

陽
南
地
区
お
よ
び
白
萩

地
区
方
面
の
児
童
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
が
初

め
て
と
な
る
こ
と
か
ら
乗

車
す
る
バ
ス
停
ま
で
の
移

動
は
、
当
分
の
間
、
指
導

者
が
待
機
場
所
か
ら
バ
ス

停
ま
で
引
率
を
す
る
こ
と

で
、
慣
れ
な
い
中
で
の
安

全
を
確
保
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
保
護
者
へ
待
機
場
所
の

運
用
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
３
月
中
旬
を
目
途
に

学
校
・
保
護
者
連
絡
ツ
ー

ル
を
活
用
し
て
お
知
ら
せ

す
る
予
定
。

　
な
お
、
待
機
場
所
の
運

用
開
始
後
は
、
保
護
者
や

子
ど
も
た
ち
自
身
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な

ど
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

議
員

　保
護
者
の
不
安
や

心
配
を
軽
減
す
る
た
め
、

丁
寧
な
説
明
を
お
願
い
し

た
い
。

バ
ス
待
機
時
間
の
児
童
の

過
ご
し
方

一
般
質
問

一
般
質
問

安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り

9

かみいち町議会広報



酒 井 一 好

酒井桂之議員

令和7年4月造成工事着工前

令和8年3月現在

令
和
７
年
度
市
町
村
議
会
議
員
研
修

　｢

自
治
体
財
政
の
見
方
・
健
全
化
判
断
比
率
を
中
心
に｣

　
　（
令
和
８
年
２
月
５
日
〜
６
日
　
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
）

議
員

　大
坪
地
域
工
業
団

地
造
成
工
事
の
推
移
は
。

産
業
課
長

　現
在
、
新
た

な
排
水
路
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。

　

　町
道
正
印
新
北
島
南
線

に
接
し
て
い
る
歩
道
改
良

や
団
地
内
の
区
画
道
路
整

備
も
進
ん
で
お
り
、
今
後

は
そ
れ
ぞ
れ
の
街
区
内
に

設
置
す
る
調
整
池
の
整
備

な
ど
を
実
施
す
る
。
現
時

点
で
は
、
当
初
の
予
定
通

り
令
和
10
年
の
大
坪
地
域

北
工
業
団
地
の
造
成
が
完

了
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　大
坪
地
域
工
業
団
地
の

南
側
に
つ
い
て
は
、
大
坪

地
域
北
工
業
団
地
の
売
却

が
完
了
し
た
後
に
、
事
業

に
着
手
す
る
。

議
員

　今
後
の
企
業
誘
致

の
方
針
は
。

町
長

　富
山
県
庁
が
有
す

る
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
最
大
限
活
用
す
る
と

と
も
に
、
東
京
上
市
郷
友

会
や
東
京
富
山
県
人
会
連

合
会
の
人
脈
の
活
用
や
、

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
北
陸
銀
行
、
富
山

信
用
金
庫
と
の
連
携
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

　ま
た
、
町
独
自
の
P
R

と
し
て
、
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
出
展
や
誘
致
資

料
の
作
成
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
、
町
内
企

業
訪
問
等
に
よ
る
進
出
企

業
情
報
の
収
集
も
検
討
す

る
。

大
坪
地
域
工
業
団
地
整
備
の
進
捗
と

企
業
誘
致
の
今
後

一
般
質
問

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・
義
務
教
育
学
校
の
整
備

　に
つ
い
て

・
小
学
校
廃
校
後
の
利
活

　用
に
つ
い
て
地
元
住
民

　と
対
話
や
組
織
作
り
を

富
で
と
て
も
分
か
り
や
す

い
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
で
あ
り
、
忘
れ
な
い
様

に
復
習
が
大
事
で
あ
る
と

感
じ
た
。
時
間
を
作
っ
て

復
習
し
て
い
き
た
い
。

　初
日
の
交
流
食
事
会
で

は
、
全
国
各
地
か
ら
集
っ

た
議
員
諸
氏
と
交
流
歓
談

す
る
こ
と
が
出
来
、
貴
重

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
た
。

　今
回
の
学
び
を
予
算
審

査
・
決
算
審
査
に
活
か
し
、

町
民
の
代
表
と
し
て
し
っ

か
り
と
審
査
に
臨
ん
で
い

く
所
存
で
あ
る
。

　

　ま
た
、
と
て
も
良
い
研

修
で
あ
る
と
思
う
の
で
、

他
の
議
員
諸
氏
に
も
啓
蒙

し
、
議
会
全
体
の
力
を
向

上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
る
次
第
で
あ
る
。

　

　議
員
に
は
、
財
政
状
況

を
正
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、

住
民
に
説
明
す
る
た
め
の

能
力
が
必
要
で
あ
る
。

　今
回
の
研
修
で
は
、
財

政
状
況
を
表
す
各
種
指
標

の
学
習
と
そ
の
分
析
演
習

も
交
え
、
健
全
化
判
断
比

率
を
中
心
に
自
治
体
財
政

の
見
方
を
学
ん
だ
。

｢

講
義｣

・
自
治
体
財
政
の
現
状
と

自
治
体
健
全
化
法
の
概
要

・
財
政
状
況
資
料
集
に
基

づ
く
指
標
分
析

・
健
全
な
行
財
政
運
営
に

向
け
て

｢

ポ
イ
ン
ト｣

　一
般
的
に
自
治
体
財
政

の
財
政
状
況
を
示
す
指
標

と
し
て
、「
財
政
力
指
数
」

「
経
常
収
支
比
率
」「
実
質

公
債
費
率
」「
将
来
負
担

比
率
」
が
用
い
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
指
標
の
意
味
と
算

出
方
法
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健

全
化
判
断
基
準
に
つ
い
て

解
説
頂
い
た
。
更
に
、
そ

れ
以
外
の
各
種
財
政
指
標

も
交
え
、
決
算
・
予
算
に

お
い
て
議
員
の
果
た
す
べ

き
役
割
を
学
ん
だ
。

｢

グ
ル
ー
プ
課
題
演
習｣

　実
際
の
自
治
体
の
財
政

カ
ー
ド
を
も
と
に
財
政
状

況
を
分
析
し
、
問
題
点
を

抽
出
し
た
。
そ
れ
ら
の
背

景
と
今
後
の
対
策
案
等
を

議
論
し
、
ま
と
め
を
行
い

発
表
し
た
。
講
師
の
講
評

を
頂
き
、
良
き
点
と
改
善

点
を
確
認
し
た
。

｢

所
感｣

　受
講
前
の
事
前
課
題
と

推
薦
図
書
の
読
込
等
に
て

講
義
日
前
か
ら
勉
強
さ
せ

て
頂
い
た
。
実
際
の
講
義

で
も
資
料
ス
ラ
イ
ド
も
豊

碓井憲夫議員

松谷英真議員

富山地区広域圏クリーンセンター

陽南小学校の閉校式に獅子舞を奉納

富山地区広域圏ごみ袋

議
員
　
富
山
地
区
広
域
圏

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

総
工
費
４
４
３
億
円
、
処

理
能
力
は
24
時
間
あ
た
り

８
１
０
ト
ン
で
巨
大
な
建

物
だ
。

　
平
成
11
年
の
着
工
当
時
、

上
市
町
議
会
の
全
員
協
議

会
で
、リ
サ
イ
ク
ル
推
進
、

ゴ
ミ
減
量
の
時
期
に
そ
ん

な
に
巨
大
な
も
の
が
必
要

だ
ろ
う
か
と
の
議
論
が

あ
っ
た
が
、
当
局
は
「
ゴ

ミ
は
増
え
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
減
る
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

　
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
燃

え
る
ゴ
ミ
が
増
大
し
て
い

る
の
は
、
木
の
枝
な
ど
を

燃
や
す
こ
と
が
原
則
と
し

て
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
要

因
だ
と
思
う
。

　
立
山
町
で
は
、
家
庭
で

の
剪
定
枝
は
チ
ッ
プ
に
し

て
肥
料
、
除
草
に
使
用
し

て
お
り
、
町
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
ん
だ

方
に
は
、「
た
て
ポ
」カ
ー

ド
に
ポ
イ
ン
ト
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
る
。
学
ぶ
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長
　
剪
定
枝
に
特
化
し

た
収
集
は
費
用
対
効
果
の

点
か
ら
難
し
い
。
当
町
で

は
「
た
て
ポ
」
の
よ
う
な

自
治
体
独
自
通
貨
を
設
け

て
い
な
い
た
め
、
現
時
点

で
立
山
町
と
同
様
の
対
応

を
行
う
こ
と
は
困
難
。

　
町
か
ら
排
出
さ
れ
る
家

庭
ご
み
は
一
時
的
に
増
加

し
た
が
、
そ
れ
は
コ
ロ
ナ

禍
で
の
巣
ご
も
り
需
要
が

大
き
く
影
響
し
て
お
り
、

剪
定
枝
を
家
庭
で
燃
や
せ

な
い
こ
と
が
ご
み
増
加
の

主
な
要
因
で
は
無
い
と
考

え
て
い
る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

は
、
ご
み
の
減
量
化
を
図

る
上
で
重
要
な
取
組
み
の

一
つ
で
あ
り
、
剪
定
枝
の

有
効
な
処
分
方
法
に
つ
い

て
、
今
後
も
調
査
、
検
討

し
て
い
く
。

議
員
　
生
ゴ
ミ
も
た
い
肥

化
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
生
ご
み
の
た
い
肥

化
は
、
現
在
も
コ
ン
ポ
ス

ト
や
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
に
対
し
補
助
制
度
を
設

け
て
お
り
、
Ｅ
Ｍ
菌
を
使

用
し
た
コ
ン
ポ
ス
ト
も
補

助
対
象
と
し
て
い
る
。

剪
定
枝
や
生
ゴ
ミ
の

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
を

議
員
　
閉
校
後
の
学
校
敷

地
の
管
理
徹
底
は
。

副
町
長
　
定
期
的
に
学
校

周
辺
の
除
草
等
の
維
持
管

理
を
担
う
業
務
士
の
配
置

を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

議
員
　
学
校
施
設
の
民
間

利
用
を
問
う
。

副
町
長
　
閉
校
す
る
白
萩

西
部
小
、
陽
南
小
は
大
半

を
公
共
施
設
と
し
て
利
用

す
る
予
定
だ
が
、
一
部
民

間
の
活
用
も
検
討
し
て
い

る
。
今
後
策
定
す
る
義
務

教
育
学
校
整
備
の
実
施
方

針
に
、
跡
地
利
用
を
任
意

の
提
案
事
業
と
し
て
位
置

づ
け
る
と
と
も
に
、
今
後

も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て

民
間
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
る
。

議
員
　
３
月
７
日
に
行
わ

れ
た
陽
南
小
学
校
の
閉
校

式
で
は
、
32
年
ぶ
り
に
柿

沢
祭
り
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
た
。

　
先
行
統
合
す
る
陽
南
小

学
校
の
子
ど
も
達
が
、
少

し
で
も
早
く
義
務
教
育
学

校
に
通
え
る
よ
う
願
う
。

議
員
　
有
料
ご
み
袋
に
つ

い
て
市
町
村
全
体
で
の
意

思
統
一
は
な
か
っ
た
の
か
。

町
民
課
長
　
有
料
化
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
１
月

に
構
成
市
町
村
担
当
課
長

等
の
意
見
交
換
会
が
開
催

さ
れ
た
。
富
山
市
か
ら
市

町
村
の
足
並
み
が
揃
わ
な

く
て
も
よ
い
と
の
見
解
が

示
さ
れ
、
自
治
体
そ
れ
ぞ

れ
で
判
断
す
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
有
料
化
の
前

に
、
10
％
の
ご
み
減
量
化

に
向
け
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
、
分
別
の
徹
底
と
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
す
る
他
、

生
ご
み
処
理
機
等
購
入
補

助
制
度
を
積
極
的
に
周
知

す
る
。

小
学
校
の
閉
校
後
の
利
活
用

ご
み
袋
の
有
料
化

一
般
質
問

一
般
質
問

かみいち町議会広報
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酒 井 一 好

酒井桂之議員

令和7年4月造成工事着工前

令和8年3月現在

令
和
７
年
度
市
町
村
議
会
議
員
研
修

　｢

自
治
体
財
政
の
見
方
・
健
全
化
判
断
比
率
を
中
心
に｣

　
　（
令
和
８
年
２
月
５
日
〜
６
日
　
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
）

議
員

　大
坪
地
域
工
業
団

地
造
成
工
事
の
推
移
は
。

産
業
課
長

　現
在
、
新
た

な
排
水
路
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。

　

　町
道
正
印
新
北
島
南
線

に
接
し
て
い
る
歩
道
改
良

や
団
地
内
の
区
画
道
路
整

備
も
進
ん
で
お
り
、
今
後

は
そ
れ
ぞ
れ
の
街
区
内
に

設
置
す
る
調
整
池
の
整
備

な
ど
を
実
施
す
る
。
現
時

点
で
は
、
当
初
の
予
定
通

り
令
和
10
年
の
大
坪
地
域

北
工
業
団
地
の
造
成
が
完

了
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　大
坪
地
域
工
業
団
地
の

南
側
に
つ
い
て
は
、
大
坪

地
域
北
工
業
団
地
の
売
却

が
完
了
し
た
後
に
、
事
業

に
着
手
す
る
。

議
員

　今
後
の
企
業
誘
致

の
方
針
は
。

町
長

　富
山
県
庁
が
有
す

る
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
最
大
限
活
用
す
る
と

と
も
に
、
東
京
上
市
郷
友

会
や
東
京
富
山
県
人
会
連

合
会
の
人
脈
の
活
用
や
、

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
北
陸
銀
行
、
富
山

信
用
金
庫
と
の
連
携
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

　ま
た
、
町
独
自
の
P
R

と
し
て
、
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
出
展
や
誘
致
資

料
の
作
成
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
、
町
内
企

業
訪
問
等
に
よ
る
進
出
企

業
情
報
の
収
集
も
検
討
す

る
。

大
坪
地
域
工
業
団
地
整
備
の
進
捗
と

企
業
誘
致
の
今
後

一
般
質
問

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・
義
務
教
育
学
校
の
整
備

　に
つ
い
て

・
小
学
校
廃
校
後
の
利
活

　用
に
つ
い
て
地
元
住
民

　と
対
話
や
組
織
作
り
を

富
で
と
て
も
分
か
り
や
す

い
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
で
あ
り
、
忘
れ
な
い
様

に
復
習
が
大
事
で
あ
る
と

感
じ
た
。
時
間
を
作
っ
て

復
習
し
て
い
き
た
い
。

　初
日
の
交
流
食
事
会
で

は
、
全
国
各
地
か
ら
集
っ

た
議
員
諸
氏
と
交
流
歓
談

す
る
こ
と
が
出
来
、
貴
重

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
た
。

　今
回
の
学
び
を
予
算
審

査
・
決
算
審
査
に
活
か
し
、

町
民
の
代
表
と
し
て
し
っ

か
り
と
審
査
に
臨
ん
で
い

く
所
存
で
あ
る
。

　

　ま
た
、
と
て
も
良
い
研

修
で
あ
る
と
思
う
の
で
、

他
の
議
員
諸
氏
に
も
啓
蒙

し
、
議
会
全
体
の
力
を
向

上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
る
次
第
で
あ
る
。

　

　議
員
に
は
、
財
政
状
況

を
正
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、

住
民
に
説
明
す
る
た
め
の

能
力
が
必
要
で
あ
る
。

　今
回
の
研
修
で
は
、
財

政
状
況
を
表
す
各
種
指
標

の
学
習
と
そ
の
分
析
演
習

も
交
え
、
健
全
化
判
断
比

率
を
中
心
に
自
治
体
財
政

の
見
方
を
学
ん
だ
。

｢

講
義｣

・
自
治
体
財
政
の
現
状
と

自
治
体
健
全
化
法
の
概
要

・
財
政
状
況
資
料
集
に
基

づ
く
指
標
分
析

・
健
全
な
行
財
政
運
営
に

向
け
て

｢
ポ
イ
ン
ト｣

　一
般
的
に
自
治
体
財
政

の
財
政
状
況
を
示
す
指
標

と
し
て
、「
財
政
力
指
数
」

「
経
常
収
支
比
率
」「
実
質

公
債
費
率
」「
将
来
負
担

比
率
」
が
用
い
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
指
標
の
意
味
と
算

出
方
法
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健

全
化
判
断
基
準
に
つ
い
て

解
説
頂
い
た
。
更
に
、
そ

れ
以
外
の
各
種
財
政
指
標

も
交
え
、
決
算
・
予
算
に

お
い
て
議
員
の
果
た
す
べ

き
役
割
を
学
ん
だ
。

｢

グ
ル
ー
プ
課
題
演
習｣

　実
際
の
自
治
体
の
財
政

カ
ー
ド
を
も
と
に
財
政
状

況
を
分
析
し
、
問
題
点
を

抽
出
し
た
。
そ
れ
ら
の
背

景
と
今
後
の
対
策
案
等
を

議
論
し
、
ま
と
め
を
行
い

発
表
し
た
。
講
師
の
講
評

を
頂
き
、
良
き
点
と
改
善

点
を
確
認
し
た
。

｢

所
感｣

　受
講
前
の
事
前
課
題
と

推
薦
図
書
の
読
込
等
に
て

講
義
日
前
か
ら
勉
強
さ
せ

て
頂
い
た
。
実
際
の
講
義

で
も
資
料
ス
ラ
イ
ド
も
豊

碓井憲夫議員

松谷英真議員

富山地区広域圏クリーンセンター

陽南小学校の閉校式に獅子舞を奉納

富山地区広域圏ごみ袋

議
員
　
富
山
地
区
広
域
圏

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

総
工
費
４
４
３
億
円
、
処

理
能
力
は
24
時
間
あ
た
り

８
１
０
ト
ン
で
巨
大
な
建

物
だ
。

　
平
成
11
年
の
着
工
当
時
、

上
市
町
議
会
の
全
員
協
議

会
で
、リ
サ
イ
ク
ル
推
進
、

ゴ
ミ
減
量
の
時
期
に
そ
ん

な
に
巨
大
な
も
の
が
必
要

だ
ろ
う
か
と
の
議
論
が

あ
っ
た
が
、
当
局
は
「
ゴ

ミ
は
増
え
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
減
る
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

　
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
燃

え
る
ゴ
ミ
が
増
大
し
て
い

る
の
は
、
木
の
枝
な
ど
を

燃
や
す
こ
と
が
原
則
と
し

て
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
要

因
だ
と
思
う
。

　
立
山
町
で
は
、
家
庭
で

の
剪
定
枝
は
チ
ッ
プ
に
し

て
肥
料
、
除
草
に
使
用
し

て
お
り
、
町
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
ん
だ

方
に
は
、「
た
て
ポ
」カ
ー

ド
に
ポ
イ
ン
ト
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
る
。
学
ぶ
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長
　
剪
定
枝
に
特
化
し

た
収
集
は
費
用
対
効
果
の

点
か
ら
難
し
い
。
当
町
で

は
「
た
て
ポ
」
の
よ
う
な

自
治
体
独
自
通
貨
を
設
け

て
い
な
い
た
め
、
現
時
点

で
立
山
町
と
同
様
の
対
応

を
行
う
こ
と
は
困
難
。

　
町
か
ら
排
出
さ
れ
る
家

庭
ご
み
は
一
時
的
に
増
加

し
た
が
、
そ
れ
は
コ
ロ
ナ

禍
で
の
巣
ご
も
り
需
要
が

大
き
く
影
響
し
て
お
り
、

剪
定
枝
を
家
庭
で
燃
や
せ

な
い
こ
と
が
ご
み
増
加
の

主
な
要
因
で
は
無
い
と
考

え
て
い
る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

は
、
ご
み
の
減
量
化
を
図

る
上
で
重
要
な
取
組
み
の

一
つ
で
あ
り
、
剪
定
枝
の

有
効
な
処
分
方
法
に
つ
い

て
、
今
後
も
調
査
、
検
討

し
て
い
く
。

議
員
　
生
ゴ
ミ
も
た
い
肥

化
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
生
ご
み
の
た
い
肥

化
は
、
現
在
も
コ
ン
ポ
ス

ト
や
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
に
対
し
補
助
制
度
を
設

け
て
お
り
、
Ｅ
Ｍ
菌
を
使

用
し
た
コ
ン
ポ
ス
ト
も
補

助
対
象
と
し
て
い
る
。

剪
定
枝
や
生
ゴ
ミ
の

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
を

議
員
　
閉
校
後
の
学
校
敷

地
の
管
理
徹
底
は
。

副
町
長
　
定
期
的
に
学
校

周
辺
の
除
草
等
の
維
持
管

理
を
担
う
業
務
士
の
配
置

を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

議
員
　
学
校
施
設
の
民
間

利
用
を
問
う
。

副
町
長
　
閉
校
す
る
白
萩

西
部
小
、
陽
南
小
は
大
半

を
公
共
施
設
と
し
て
利
用

す
る
予
定
だ
が
、
一
部
民

間
の
活
用
も
検
討
し
て
い

る
。
今
後
策
定
す
る
義
務

教
育
学
校
整
備
の
実
施
方

針
に
、
跡
地
利
用
を
任
意

の
提
案
事
業
と
し
て
位
置

づ
け
る
と
と
も
に
、
今
後

も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て

民
間
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
る
。

議
員
　
３
月
７
日
に
行
わ

れ
た
陽
南
小
学
校
の
閉
校

式
で
は
、
32
年
ぶ
り
に
柿

沢
祭
り
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
た
。

　
先
行
統
合
す
る
陽
南
小

学
校
の
子
ど
も
達
が
、
少

し
で
も
早
く
義
務
教
育
学

校
に
通
え
る
よ
う
願
う
。

議
員
　
有
料
ご
み
袋
に
つ

い
て
市
町
村
全
体
で
の
意

思
統
一
は
な
か
っ
た
の
か
。

町
民
課
長
　
有
料
化
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
１
月

に
構
成
市
町
村
担
当
課
長

等
の
意
見
交
換
会
が
開
催

さ
れ
た
。
富
山
市
か
ら
市

町
村
の
足
並
み
が
揃
わ
な

く
て
も
よ
い
と
の
見
解
が

示
さ
れ
、
自
治
体
そ
れ
ぞ

れ
で
判
断
す
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
有
料
化
の
前

に
、
10
％
の
ご
み
減
量
化

に
向
け
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
、
分
別
の
徹
底
と
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
す
る
他
、

生
ご
み
処
理
機
等
購
入
補

助
制
度
を
積
極
的
に
周
知

す
る
。

小
学
校
の
閉
校
後
の
利
活
用

ご
み
袋
の
有
料
化

一
般
質
問

一
般
質
問
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階段状の多目的ホール

上級生が使用するアリーナ２

情報管理システムと ICリーダー

多様なイベントに対応できる広さの
ランチルーム

義務教育学校「水橋学園」

令和８年４月開校の富山市立義務教育学校「水橋学園」視察報告
　上市町では、少子化による子どもたちの教育環境への影響が懸念され、学校のあり方
について議論されてきました。令和７年度に小学校と中学校を統合した義務教育学校を
建設する方針が決定されたことから、視察研修を実施しました。

　校舎は鉄筋コンクリート造（一部鉄

骨造）３階建て、一見して学校施設と

分かる落ち着いたデザイン。敷地入口

には広いバスロータリーが整備され複

数のバスが並んでいる。

　子どもたちが登校する玄関には、バ

スの発着情報を表示するモニターや

I Cカードリーダーが設置されている。

登校時に自分のICカードをかざすこ

とで、出席情報が保護者に通知される。

　内部は県産杉材等が多用され、廊下

や階段は幅広く、採光にも配慮。明る

く温かみのある空間として設計され、

子どもたちが安心して過ごせる良好な

教育環境として造られているといった

印象。

　学習発表や多様な活動に使用できる

階段状の多目的ホールをはじめ、通級

指導教室、校内サポートルームなどの

不登校児支援、生活科室、音楽室、図

工室など各種教室を上級生と下級生そ

れぞれに配置。低学年の普通教室の外

はテラス付き芝生広場があり、立山連峰を望みながら遊ぶことができる。

　体育館はアリーナ１とアリーナ２の２面構成でいずれも冷暖房設備を完備。ランチルームは開放

感があり多目的イベントにも対応可能。図書館は２層吹き抜けの開放的な空間で、上級生と下級生

の交流に利用できる。

　水橋学園はグラウンドも広く広大な敷地に建設されており、細部にわたりこだわりが
感じられる設計であった。一方、上市町においては現上市中学校の敷地に建設が予定さ
れており、水橋学園のようなゆとりある空間構成や多様なスペースを確保することは困
難である。しかしながら、特別教室や多目的スペースなど教育環境の充実に不可欠な機
能については、優先的に確保していく必要がある。限られた敷地条件の中で如
何に効率的な配置を実現するか、今後の基本設計において十分な検討が求めら
れる。　　　　　　　　　（学校のあり方検討特別委員会　委員長　廣田泰三）

増えてきている遊休農地

ハンマーモア

地域農業の課題を議論
農業委員会と意見交換会（2月10日）

　産業振興対策特別委員会（碓井憲夫委員
長他委員８名）は、農業委員及び農地利用
最適化推進委員との意見交換会を開催しま
した。会議では、地域農業の現状や課題に
ついて多くの意見が出され、担い手不足の
農地の維持管理、鳥獣被害対策など幅広い
テーマについて活発な意見交換を行いまし
た。

主な意見と要望主な意見と要望

【担い手・後継者】
　・農業の高齢化が進み、担い手不足が深刻
　・後継者がいないので借り手を探している

【農地の維持管理】
　・人力での草刈りが大変。町でハンマーモア
　　（草刈り機)の貸し出しを
　・遊休農地が増えており、害虫被害も発生している
　・水路の状態が悪く、水が来ない農地がある
　・耕作する条件の悪い農地が、遊休農地化している
　・基盤整備がされていない農地を集約し、工業団地等
　　の整備を

【鳥獣被害】
　・イノシシ、サル等が農地を荒らしている
　・狩猟時期や狩猟時間の延長が必要ではないか

【農業経営】
　・資材価格の高騰で農業機械の購入ができない
　・地産地消で農産物を販売する施設があればよい
　・貸し手、借り手の双方にメリットがある制度が必要

農業委員会の声
　小さな集落では遊休農地の管理ができな
い地区が多い。人口減少、高齢化による担
い手不足の中で、人力作業だけでは大変難
しい状況である。遊休農地にも０円空家バ
ンクのような対策をお願いしたい。

産業振興対策特別委員会の声
　用途地域には多面的機能支払交付金のよ
うな支援がないことや、地籍調査がなかな
か進まないといった課題が見えた。今後も、
議会として何ができるかを検討し、当局に
働きかけていく。

町内農家全体の状況

令和6年12月末現在

上市/音杉/弓庄

白萩

南加積

宮川

柿沢/大岩

相ノ木

計

178

138

151

148

94

106

815

227.35

142.49

319.03

384.33

194.58

207.33

1475.11

戸数 水田面積(ha)地区名

産業振興対策
特別委員会
レ ポ ー ト
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卒業生の声

卒業生の声

カリヨンの鐘に見送られ
陽南小学校では閉校式が
行われました。

閉 校 特 集 陽南小学校白萩西部小学校

陽南小学校沿革
〇明治６年 徳隆小学校（後の柿沢尋常小学校）設立
〇明治８年 弓庄舘小学校（後の新川舘小学校）設立
〇明治28年 茗荷谷小学校（後の大岩小学校）設立
〇昭和58年 柿沢小学校と大岩小学校が統合、陽南小学 
 校となる
〇令和６年 学校統合に向け、上市中央小、白萩西部小 
 と３校合同学習開始
〇令和８年 ３月31日　閉校

白萩西部小学校沿革
〇明治９年 興原小学校設立
〇明治34年 白萩尋常小学校設立
〇昭和16年 白萩西部国民学校設立
〇昭和29年 上市町へ編入合併し、上市町立白萩西部小 
 学校となる
〇昭和61年 新校舎完成（※現在の校舎）
〇令和６年 学校統合に向け、上市中央小・陽南小と３ 
 校合同学習開始
〇令和８年 ３月31日　閉校 　大岩小学校と柿沢小学校の統合当時、私は上

市町議会議員でした。地域の反対もありました
が教育に熱心な清水美晴町長が説得し、また新
校名には「南」の字を入れて欲しいとのことで
南陽、興南、陽南の３つの案が最後に残り、地
域の皆さんの賛同もあり陽南に決定しました。
　陽南小学校は鐘の鳴る学校として地域の賑わ
いにもなりました。
　今、無くなることは寂しいことですね。
　議会、行政に携わる皆さん、協力して良い町
になるように頑張ってください。

≪閉校式に出席して≫
　カリヨンの鐘で鳴らす校歌を聴くと、数々の思い出が詰まった陽南小学校の閉校を実感し、寂しく
なりますが、陽南の子どもたちには、上市中央小学校で新たな歴史を作って欲しいと思います。地域
の皆さんに親しまれた校舎を有効に活用できるよう、議会でも知恵を出していきたいと思います。　

（編集　廣田　透）

≪閉校式に出席して≫
　閉校式に参加し、１５０年の長い歴史の重みと、地域に愛され続けて
きた学び舎の尊さを改めて実感しました。児童の言葉や校歌からは、仲
間と過ごした日々の思い出や誇りがあふれ、その一つ一つがこれからの
歩みを支えていくことを感じました。「ありがとう、さようなら」とい
う思いとともに、その記憶はこれからも地域の中で生き続けていくもの
と確信しました。　　　　　　　　　　　　　　　　（編集　百塚由紀）

　陽南小学校は校舎がお城
のように綺麗で、カリヨン
の鐘を聴きながら登校でき

る、自慢の大好きな学校でした。令和８年３
月、娘が最後の卒業生となりました。とても
寂しいですが、親子で通うことができ、良い
思い出になりました。

　剱岳を背に、自然豊かな地
で歩み続けてきた白萩西部
小学校。明治から令和まで5
つの時代を越え、地域ととも
に歩んだ学び舎は、令和8年
3月末をもって閉校を迎え
ました。

坂井 穂悦さん

加藤 美起子さん
Chest of cakes 代表

小柴 菜々子さん

石田　哲 さんPizzeria TETSU　代表

　地域ふれあい交流学習という、地域住民
が講師となって小学生に職業について話を
する、小規模校ならではの授業に講師とし
て参加しました。
　ピザ焼き体験や、全校生徒にピザの試食
をしてもらった時の満面の笑みは、忘れる
ことのない一生の思い出です。

　私の母校の白萩西部小学校は、
全校生徒が４０人くらいの小規
模校で、全校児童が一つの家族
みたいに仲良しでした。一番の
思い出は、「全校遠足」です。み
んなで、地鉄電車に乗ったり、
いろいろな場所での楽しかった
思い出が沢山残っています。

― 150年の歴史に幕 ―― 150年の歴史に幕 ―

かみいち町議会広報
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連絡先　上市町議会
〒930―0393 富山県中新川郡上市町法音寺１　☎076―472―2550　FAX076―472―1115　ホームページhttp://www.town.kamiichi.toyama.jp/

広野新

　

碓井涼子さん
東　町

橋本浩一さん

議会傍聴しませんか。
日程は、町広報とホームページで確認願います。
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す
。

　
現
在
は
、
米
作
り
や
家
庭
菜
園
に
も
挑
戦
。
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
、
地
域
の
方
々
と
交
流
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く

り
に
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

●
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
お
り
寂
し
さ
を
覚
え
ま
す
。
美
し

い
里
山
の
景
色
は
地
域
の
方
々
が
長
年
守
り
続
け
て
こ
ら
れ

た
も
の
と
、
深
い
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
い
て
い
ま
す
が
、
少

し
で
も
解
消
を
望
み
ま
す
。

　
ま
た
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
育
つ
こ
と

の
で
き
る
教
育
環
境
の
充
実
の
た
め
の
提
案
を
、
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
新

年
度
予
算
を
は
じ
め
町
の

将
来
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
議
案
に
つ
い
て
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
人
口
減

少
や
地
域
の
あ
り
方
な

ど
、
私
た
ち
の
町
が
こ
れ

か
ら
直
面
す
る
課
題
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
る
議
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
７
日
に
は
、
白
萩

西
部
小
学
校
と
陽
南
小
学

校
の
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
長
い
歴
史
の
中
で

地
域
の
中
心
と
し
て
子
ど

も
た
ち
を
育
み
、
多
く
の

思
い
出
を
刻
ん
で
き
た
学

校
で
す
。
式
で
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
や
卒
業
生
の
温

か
い
思
い
が
あ
ふ
れ
、
学

校
が
地
域
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
重
み
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
上
市
町
の

未
来
は
一
人
ひ
と
り
の
力

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
築

か
れ
て
い
き
ま
す
。
議
会

と
し
て
も
町
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
考
え
、
よ
り
良

い
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

（
東
条
叙
宏)

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
廣
田
　
　
透

副
委
員
長
　
當
波
　
紀
子

委
　
　
員
　
百
塚
　
由
紀

　
　
　
　
　
東
条
　
叙
宏

　
　
　
　
　
酒
井
　
一
好

　
　
　
　
　
廣
田
　
泰
三

　
　
　
　
　
伊
井
　
勇
治

　
　
　
　
　
松
本
　
　
寛

編
集
後
記

編
集
後
記

　
町
民
の
声
コ
ー
ナ
ー

に
、
ひ
と
言
お
寄
せ
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
各
議
員
ま

た
は
議
会
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

会
議
録
の
閲
覧

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
本

会
議
の
会
議
録
の
検
索
や
閲

覧
が
で
き
ま
す
。
（
定
例
会

終
了
後
約
２
カ
月
後
に
更
新

さ
れ
ま
す
。）

　
議
会
会
議
録
検
索

https://w
w
w
.to
w
n.kam

ii
chi.to

yam
a.dbsr.jp/

「
声
」
の
募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

町民の声　紹介

　
小
学
校
時
代
に
上
市
町
に
来
て
60
年
に
な
り
ま
す
。毎
朝

散
歩
し
な
が
ら
見
え
る
き
れ
い
な
剱
岳
が
好
き
で
す
。上
市

は
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。令
和
７
年
５
月
に

46
年
間
勤
め
た
企
業
を
退
職
し
ま
し
た
。家
族
二
人
が
施
設

に
入
居
し
、今
は
一
人
で
家
事
全
般
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

料
理
は
苦
手
で
す
ね
。（
笑
）

　
最
近
は
町
な
か
で
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、良
い
傾
向

で
す
ね
。ま
た
、上
市
町
に
若
い
世
代
が
利
用
で
き
る
施
設
が

多
く
な
れ
ば
、若
者
が
残
っ
て
く
れ
た
り
、上
市
に
戻
っ
て
き

た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。賑
わ
い
の
あ
る

街
に
し
た
い
で
す
ね
。

●
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
ま
ず
は
若
者
向
け
の
取
組
み
で
す
ね
。上
市
に
住
み
続
け

た
く
な
る
施
策
と
、企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
拡
大
も
大
事
で

す
。危
険
な
空
き
家
の
解
消
と
対
策
も
実
態
に
即
し
て
進
め

て
下
さ
い
。知
恵
を
絞
り
、良
い
提
案
を
お
願
い
し
ま
す
。応
援

し
ま
す
、ガ
ン
バ
レ
！！
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